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令和３年度中央図書館事業計画

議１９－３



　中央図書館では、学校や関係諸機関、読書に携わる市民ボランティアと連携して、子どもと本が出
会う機会を増やすとともに、草加市子ども読書活動推進計画や誰もが使いやすい読書環境の整備を積
極的に推進します。
　また、図書館が持つ機能のまちづくりへの活用や「新しい生活様式」への対応など市民ニーズや社
会環境の変化に合わせた図書館サービスの検証や見直し等、新たな図書館の在り方についての検討を
進めます。

令和２年度の成果と課題
○成　果
　・　ユニバーサルデザインに配慮した電子図書館の充実等により、コロナ禍においても効果的・効率的に読書の
　　機会を提供することができました。
　・　空調設備の改修及び照明のＬＥＤ化工事の完了後における中央図書館の再開に当たっては、Ｗｉ―Ｆｉを
　　導入した持込み端末利用席の新設や書籍除菌機の設置等、便利で安全な読書環境を整備しました。
　・　作家の須賀しのぶ氏による記念講演会をはじめとする開館２０周年記念事業を行い、２０年のあゆみをまとめた
　　記念誌を作成しました。
　・　コロナ禍のため、小中学校と連携した「ビブリオバトル・草加の陣」を動画形式で開催し、子ども読書活
　　動を推進しました。
　

●課　題
　・　草加市子ども読書活動推進計画の推進に当たり、読書に携わる市民や団体と連携して子どもと本が出会う
　　機会を増やすこと。
　・　子どもたちと保護者を対象として、草加市子ども読書活動推進計画の見直し・改訂や次期計画策定の基礎
　　資料となるアンケート調査を実施すること。
　・　開館から２０年が経過し、図書館が持つ集客・賑わい創出機能のまちづくりへの活用や「新しい生活様式」
　　への対応等市民ニーズや社会構造の変化に合わせた図書館サービスの検証や見直しが急務となっており、
　　草加市立図書館協議会において、本市における新たな図書館の在り方についての検討を進める必要があること。

中央図書館運営方針
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児童書に重点を置いた魅力ある蔵書の整備を行います。 通年

図書館サービスの利用方法を周知し市民が読書に親しむ機会を増やすことにより、
図書館資料を効果的・効率的に提供します。

通年

ブックリストの配置など読書活動に関する啓発・広報を推進し、学校・家庭・地域
において、市民が読書に親しむ環境の充実を支援します。

通年

草加市立図書館協議会において、本市における新たな図書館の在り方についての検
討を進めます。

年3回 ○ ○ ○

郷土資料の充実を図ります。また、奥の細道やドナルド・キーン等、草加にゆかり
のある資料の収集に努めます。

通年

埼玉県民の日に合わせ、郷土資料や草加にゆかりのある資料を紹介し利用を促進し
ます。

年1回 〇

人権及び平和に関する資料の充実を図り、広く利用者に紹介します。 通年

市民の生活課題や身近な調べ物の相談窓口となるレファレンスサービスの利用を促
進します。

通年

パスファインダーやオンラインデータベース、Ｗｉ－Ｆｉを導入した持込み端末利
用席等を提供し、利用者のセルフレファレンスを支援します。

通年

期間
回数

事　　業　　計　　画　　（月）

3 レファレンスの充実

2 郷土資料等の充実

№ 事　業　名

図書・その他の資料の充実
及び効果的・効率的な提供

事　　業　　概　　要

1
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
期間
回数

事　　業　　計　　画　　（月）
№ 事　業　名 事　　業　　概　　要

ユニバーサルデザインに配慮した電子書籍を利用できる草加市電子図書館の充実を
図ります。

通年

点字資料、大活字本、ＬＬブック、布絵本等やコミュニケーションボード、拡大読
書器等を提供します。

通年

協力者による対面朗読（原則毎週金曜日）及び録音図書（ＤＡＩＳＹ）の作成・提
供（随時）を行います。

通年

対面朗読協力者の養成講座を開催し、技術の向上を図ります。 年1回 〇

文化講演会の開催やギャラリー展示により、市民文化の増進を図ります。 通年

本を見ずに物語を語るおはなし会を大人を対象に開催し、聞き手の想像力を育む機
会を提供するとともに、本や図書館へ親しむ機会を提供します。

年1回 〇

大人映画会（◎）及び木曜シアター（○）を開催し、図書館の利用を促進するとと
もに幅広い年代の読書活動を推進します。

年10回 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎

幼児向けの子ども映画会を夏休みに開催し、図書館の利用を促進するとともに親子
での読書活動を推進します。

年1回 〇

日本の古典芸能である寄席を開催し、鑑賞者の豊かな感受性と表現力及び想像力の
向上を図るとともに、本や図書館に親しむ機会を提供します。

年1回 〇

4
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４－①
視覚障害者等（※）の
読書環境の整備の推進

（※）視覚障害、発達
障害、肢体不自由等の
障害により、書籍につ
いて、視覚による表現
の認識が困難な者

４－②
読書に親しむ環境の整備
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
期間
回数

事　　業　　計　　画　　（月）
№ 事　業　名 事　　業　　概　　要

草加市子ども読書活動推進計画の推進に当たっては、読書に携わる市民や団体と連
携し、子どもと本が出会う機会を増やします。

通年

草加市立図書館協議会（◎）、子ども読書活動推進計画庁内推進会議及び同ワーキ
ンググループ（○）を開催し、草加市子ども読書活動推進計画の進捗管理を行いま
す。

年3回 ○ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎

子どもたちと保護者を対象として、草加市子ども読書活動推進計画の見直し・改訂
や次期計画策定の基礎資料となるアンケート調査を実施します。

年1回 ○

調べ学習等の資料貸出を通じ小学校の読書活動を支援します。 通年

小中学校と連携して実施する「ビブリオバトル・草加の陣」の開催や紹介された本
の特設コーナーの開設により、子ども読書活動の推進を図ります。

年1回 〇

職員や市民ボランティアによる乳幼児や小学生向けの読み聞かせを開催し、子ども
と本が出会う機会の提供や子ども読書活動の推進を図ります。

通年

読み聞かせ講習会を開催し、読み手の技術向上を図ります。 年3回 〇 〇 〇

幼児・児童向けの工作会を開催し、図書館の利用を促進するとともに、子どもと本
が出会う機会を提供します。

年6回 〇 〇 〇 〇 〇 〇

本を見ずに物語を語るおはなし会を４歳以上の児童を対象に開催し、聞き手の想像
力を育む機会を提供するとともに、子どもと本が出会う機会を提供します。

年5回 〇 〇 〇 〇 〇

人形劇（◎）及び影絵劇（○）を開催し、子どもたちの想像力を育む機会を提供す
るとともに、子どもと本が出会う機会を提供します。

年1回 ◎ ○

親子寄席を開催し、日本の古典芸能である落語を体験・鑑賞することで、豊かな感
受性と表現力及び想像力の向上を図り、子どもの読書活動を推進します。

年1回 〇

５－①
計画の積極的な推進

５－②
児童サービスの推進
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
期間
回数

事　　業　　計　　画　　（月）
№ 事　業　名 事　　業　　概　　要

「こんにちは赤ちゃん訪問」の機会の活用や子ども関連施設等への配置により、０
～２歳児を対象とした「赤ちゃんにも絵本を！」等のブックリストを届け、家庭で
の読み聞かせを支援します。

通年

保護者や幼児・児童を対象としたおすすめ本の情報誌「じどうしつだより」を毎月
１回発行し、子ども関連施設等への配置により図書館の利用を促進するとともに家
庭での読書活動を支援します。

月1回

読み聞かせカードの活用、ブックリストの充実や読書マラソン帳の実施等により、
子どもの読書意欲を高めます。

通年

児童書をまとめた「お楽しみ袋」の貸し出しにより、普段手に取ることがない分野
の新たな図書との出会いの機会を設け、子どもの読書意欲を高めます。

年2回 〇 〇

ヤングアダルト（ＹＡ・中高生）におすすめしたい本の情報誌「Ya-Room.com」を
年4回発行し、館内配布や市内中学校・高校に向けた情報発信により図書館利用の
きっかけづくりと子ども読書活動の推進を図ります。

年4回 〇 〇 〇 〇

スマートフォンやパソコンから利用可能な草加市電子図書館にヤングアダルトにお
すすめの文学作品を充実させ、子ども読書活動の推進を図ります。

通年

排煙窓の修繕に係る調査（◎）及びエレベーター巻上機の綱車（２基）、調速機
ロープ（２基）の交換修繕（○）を行います。

年1回 ◎ ○

図書館要覧を作成し、令和２年度の図書館の運営状況について報告します。 年1回 ○

利用者に向けた分かりやすい案内を提供するため、デジタルサイネージ（広告付電
子案内板）の導入について検討します。

7月
まで

6 快適な利用環境の整備・維持

５－③
ヤングアダルトの読書
推進

５－②
児童サービスの推進
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